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１．はじめに 

 東北電力㈱東通原子力発電所が位置する青森県北部

太平洋沿岸は，過去に複数回，津波が来襲した記録が

残されている地域である。発電所の津波に対する安全

性を評価するうえで，敷地周辺に来襲した最大規模の

津波に関する情報は重要であることから，これらの知

見収集を目的として津波堆積物調査を実施した。 

本稿では，これらの調査概要および結果について報

告するものである。 

 

２．調査概要 

(1)文献調査 

 津波堆積物調査に先立ち，青森県下北太平洋沿岸を

対象に文献調査を実施した。 

Minoura et al.（2013）1)は東通村猿ヶ森，Tanigawa et al.

（2014） 2)は東通村小田野沢において津波堆積物調査を

実施し，確認された堆積物の年代，標高，海岸線から

の距離等の情報から，1611 年慶長三陸地震に起因する

津波，十勝沖の 500 年間隔地震に起因する津波，もし

くはこれまで確認されていない巨大津波が青森県下北

太平洋沿岸に来襲した可能性を指摘している。また，

鎌田ほか（2015） 3)は六ヶ所村尾駮沼の掘削コアに， 

Minoura et al.（2013） 1)が指摘する津波堆積物と層序

関係が類似している約 400 年前の厚い海浜砂の堆積

物を確認したが，成因となる津波については今後の

検討としている。 

(2)津波堆積物調査 

既往調査のうち東通村猿ヶ森は，イベント堆積物が

確認されているものの文献で示された調査地点が限定

的（1 地点のみ）であることから，より広域的な分布，

標高，海岸線からの距離等を把握することを目的とし

て，猿ヶ森川周辺を対象として津波堆積物調査を実施

した（図－１）。本調査では，津波の遡上可能性がある
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地表地質踏査

 津波の遡上可能性がある河川・沢沿いを踏査
 Minoura et al.（2013）が指摘する猿ヶ森川のイベント堆積物と類似
する堆積学的特徴を有する露頭（砂層）を抽出
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図－２ 調査フロー 

図－１ 調査位置（左：下北半島，右：猿ヶ森川周辺） 
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河川・沢沿いを中心に地表地質踏査を行い，抽出され

たイベント堆積物を対象に詳細地質観察および各種分

析を実施した（図－２）。なお，イベント堆積物の標高

については，4 級水準測量により確認している。 

調査により確認されたイベント堆積物については，

既往の認定手法のレビューを行い，体系的な整理を行

っている後藤ほか（2017）4)の認定手法を参考に，図－

３のとおり津波堆積物の認定フローを設定し，イベン

ト堆積物の特徴や各種分析結果から，「津波起因の可能

性が高い」，「津波起因の可能性がある」，「津波起因の

可能性が低い」の 3 つに分類した。 

 

３．調査結果 

猿ヶ森川周辺の約 24km
2 の範囲を対象に地表地質踏

査を実施し，表－１のとおり 5 地点でイベント堆積物

が確認された。イベント堆積物が確認された 5 地点に

ついて，詳細地質観察および各種分析を行い，猿ヶ森

川においては，汽水生種または海水～汽水生種の珪藻

化石が認められたことから，「津波起因の可能性が高い」

イベント堆積物と評価した。また，その他の地点にお

いても，層相や粒度または鉱物組成等の分析結果から

「津波起因の可能性がある」イベント堆積物と評価し

た。 

一方，確認されたイベント堆積物の分布標高，堆積

年代は調査地点ごとに異なっており，特定の歴史津波

と対比することは困難であった。 

  

４．おわりに 

本調査では，猿ヶ森川周辺を対象とした津波堆積物

調査を実施した。イベント堆積物が確認された 5 地点

について，詳細地質観察および各種分析を行った結果，

猿ヶ森川で確認されたイベント堆積物は，「津波起因の

可能性が高い」と評価した。 

一方，イベント堆積物の標高，堆積年代には，調査

地点ごとに大きなばらつきが見られ，特定の歴史津波

と対比することは困難であった。 

今後は，本調査結果に数値解析的な検討も加えるな

ど，本地域の津波に関する知見を深めていきたい。 
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表－１ 各調査地点におけるイベント堆積物（標高は確認できた下限標高） 

調査地点
イベント堆積物 イベント堆積物の分析結果

イベント堆積物
の評価有無

分布最高標高
（T.P.）

推定年代
（測定結果の平均値）

層相
海水生種または海水～
汽水生種の珪藻化石

粒度または
鉱物組成

タテ沼付近
Ａ

有 約7.6m A.D.1650年頃より後 ○
斜交葉理発達，下面境界が明瞭

× △
砂丘砂に類似

▲

タテ沼付近
Ｂ

有 約11.8m A.D.50年頃
○

斜交葉理（一部平行葉理）が存在，下面境界が明
瞭

／ △
砂丘砂に類似

▲

猿ヶ森川 有 約11.0m A.D.1300年頃 ○
斜交葉理，平行葉理が存在，下面境界がやや明瞭

○ △
砂丘砂に類似

●

材木沢 有 約7.6m A.D.1500年頃 ○
斜交葉理，平行葉理が存在，下面境界が明瞭

× △
砂丘砂に類似

▲

大川 有 約6.8m A.D.1450年頃より後 ○
斜交葉理が存在，偽礫を含む，下面境界が明瞭

△
汽水生種

△
砂丘砂に類似

▲

（イベント堆積物の分析結果の凡例）

○：津波起因の可能性が高い △：津波起因の可能性がある

×：津波起因の可能性が低い ／：化石産出せず

（イベント堆積物の評価の凡例）

●：津波起因の可能性が高い ▲：津波起因の可能性がある

×：津波起因の可能性が低い ―：評価に適する堆積物が分布しない等評価できない
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